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	応用
	抗原情報
	背景
	チロシンタンパク質キナーゼ活性を持つオーファン受容体。このタンパク質の正確な機能は不明です。キメラタンパク質（細胞外領域をEGFRやCSFIRなどの既知の成長因子受容体の領域に置き換えたもの）を用いた研究では、成長、特に神経突起の伸展、および細胞生存を促進する能力があることが実証されています。チロシンタンパク質キナーゼ活性を持つ受容体。このタンパク質の正確な機能は不明です。キメラタンパク質（細胞外領域をEGFRやCSFIRなどの既知の成長因子受容体の領域に置き換えたもの）を用いた研究では、成長、特に神経突起の伸展、および細胞生存を促進する能力があることが実証されています。シグナル伝達にはPI3キナーゼ経路が関与していると思われます。小胞体（ER）輸送部位（ERES）およびERからゴルジ体への輸送を含む分泌経路の調節に関与しています。
	研究分野
	シグナル伝達、タンパク質リン酸化、チロシンキナーゼ、受容体チロシンキナーゼ、成長因子/ホルモン、インスリン/インスリン様物質、代謝、エネルギー代謝、経路とプロセス、代謝シグナル伝達経路、エネルギー伝達経路
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	Raji 細胞溶解物中の LTK 発現のウェスタン ブロット分析。

